
 

―トピックス― 

国際栄養調査(INS) 2013に参加しています 

 

 2013年5月15日より当院のICUにおいて挿管・人工呼

吸管理を受けている患者様ついて栄養管理情報を収

集しています。 

カナダ・クイーンズ大学が主導となって全世界252施

設が参加する国際調査に当院も参加しており6月1日

時点ですでに5症例に対して調査を行っております。10

月31日までで10-20例の登録を目指しております。調

査に参加することで当院の重症患者に対する栄養管

理の現状を国内外との比較を通して把握することがで

きると期待されます。 

 

担当者の皆様にご迷惑をお掛けいたしますが今後とも

御理解・ご協力のほどお願いいたします。 

《ＮＳＴ Ｎｅｗｓ 発行にあたって》 

 当院のNST（Nutrition Support Team)は 

2003年 委員会発足 

2006年 ＮＳＴ稼動施設と認定されました。 

 

医師をはじめとする各職種の専門家が協力して

患者の栄養管理を適切に行うことにより、治療効率

の向上、入院期間の短縮、効果的な病院経営につ

なげるよう、努めて参りました。全ての医療従事者の

栄養療法への関心を高めることで、更なる栄養管理

の向上を目指したいと考えます。 

 

 この度、以上のことを踏まえ「NST News」を発行

することになりました。その内容は、委員会の活動内

容及び決定事項、トピックス、栄養管理マニュアルな

ど、栄養療法に関する事項の情報を提供し、医療現

場で役立てて頂きたいと考えています。 

 

 今後も皆様方には引き続きNST委員会活動にご

理解とご協力をお願いいたします。 

       No.１ 

2013年7月17日 発行  NST委員会 

 

 

ＮＳＴ委員会 

 ―NST委員会の活動紹介― 

構成メンバーは野口委員長のもと  

 医師10名  看護師10名 

 管理栄養士2名  薬剤師1名 

 臨床検査技師3名  作業療法士1名  言語聴覚士2名 

 歯科衛生士1名  事務職員1名 委託給食業者1名 

                     で活動、運営しています。 

ラウンド：毎水曜日  

院内勉強会＋委員会：第４木曜日 

 

以下のようにワーキンググループを設立し、 

委員会の効果的な活動に役立てています。 

①学術・研究WG ②ラウンド検討WG 

③経管栄養・褥瘡・嚥下リハビリ・口腔ケアWG 

                                 

編集後記 

 

念願の「NST News」がやっと 

発行されました。 

ご質問やご意見・ご希望がございまし

たら、ＮＳＴ委員までお願いいたしま

す。            NST委員会 


